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議会だより

、
下水道料金値上げ条例可決 ・3・8・9
下水道料金の値上げを問う

町政を問う ・ 10~13
一般質問



長あいさつ

岡垣町議会議長

良毒曽宮

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
と
て
も
歴
史

の
物
差
し
で
見
る
と
「
騒
ぐ
ほ
ど

の
こ
と
だ
っ
た
」
の
か
と
後
世
は

判
断
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

岡
垣
町
政
に
あ
っ
て
宮
内
町

政
に
な
っ
て
の
一
年
、
こ
の
間
の

国
・
県
・
町
の
予
算
組
み
へ
の
政

権
交
代
の
影
響
・
行
方
は
未
だ
に

定
か
で
な
い
印
象
で
す
。

そ
の
中
で
、
我
々
町
政
に
責
任

あ
る
立
場
の
議
員
と
し
て
ま
た
議

会
と
し
て
、
安
心
・
安
全
の
町
づ

く
り
を
念
頭
に
、
た
ゆ
ま
な
い
研

績
を
積
み
、
務
め
を
果
た
し
て
ま

い
り
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
す
。

今
年
一
年
が
、
岡
垣
町
と
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
、
幸
多
い
年
で

あ
る
よ
う
お
祈
り
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

漢
字
文
化
圏
の
暦
で
は
今
年
は

「
庚
寅
(
か
の
え
と
ら
)
」
に
あ
た

り
ま
す
。
六
十
年
を
一
つ
の
区
切

り
と
し
て
考
え
る
暦
を
基
に
し
て

東
ア
ジ
ア
の
文
化
圏
が
あ
り
、
有

形

・
無
形
、
時
間
と
空
間
を
支
配

し
て
き
ま
し
た
。

一
昨
年
来
の
国
内
外
の
出
来
事

は
、
「
百
年
に
一
度
」
等
と
言
わ

れ
な
が
ら
、
暦
の
積
み
重
ね
で
あ

る
大
き
な
歴
史
の
中
で
は
、
夢
・

幻
の
類
の
も
の
で
し
か
な
い
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

戦
争
当
事
者
の
現
職
大
統
領
が

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

り
、
政
権
交
代
が
あ
っ
た
り
、
雇

用
不
安
の
日
本
の
デ
フ
レ
下
、
中

国
で
は
変
わ
ら
ぬ
高
度
経
済
成
長

が
あ
っ
た
り
と
、
行
方
が
見
え
な

い
、
定
か
で
な
い
状
態
が
つ
づ
い

会
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定例会概要

驚

概要

d
m
で
3。

定例会

た
め

子育て支援をお願いね!

ロ
月
定
例
会
は
吃
月

7
日
5
げ
固
ま
で
の

会
期
で
聞
か
れ
、
げ
議
案
、
請
願
2
件
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

-
本
会
議
で
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
は
、

①
平
成
幻
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

②
岡
垣
町
下
水
道
条
例
の
改
正

③
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
外
二
カ
町
競
艇

施
行
組
合
の
解
散

④
人
事
議
案
l
件

-
請
願
書
2
件

(
改
正
貸
金
業
法
・
下
水
道
料

金
の
値
上
げ
)

-
全
員
協
議
会
は
、

①
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗

状
況

②
暴
力
団
排
除
条
例

1億6，032万円

1億9，250万円

-教育委員会委員に竹井久美子さん(再任・鍋田区)

・新型インフルエンザ予防接種費用 1，515万円

・子育て応援特別手当の廃止による削減 企 3，459万円

・山田小第2学童保育所施設整備費用 172万円

・山田小第2学童保育所施設リース料 2，436万円
(10年間総額)

・小中学校パソコン・テレビ等購入費用

・コミュニティパス運行委託料
(5年間総額)



餓時議
17.案ほか決"について

議員の賛成0・反対・・退席退・欠席欠

採決日 議席番号 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

12月フ日 岡垣町教育委員会委員の任命について 市 木 久
下JII 石井 太 矢島

西
竹内 山

平山 藤崎 大占... 邑同 横山
津 原 保 角 田 田 田

12月17日 岡垣町下水道条例の一部を改正する条例 結果
秀田 路

他15件 ・請願・発議 広海
信

善彦 祐要 悪 子陽
和 隆

ごノ圏ムロ 貴子次 日百 勲 強 子 男 弘 光

岡垣町教育委員会委員の任命について 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
岡垣町下水道条例の一部を改正する条例

賛成多数 。。• 。。。。。• 。。• 。。。可決

岡垣町農業及び漁業集落排水施設条例の一部を改正 賛成多数 。。• 。。。。。• 。。• 。。。する条例 可決

福岡県遠賀郡芦屋町外ニカ町競艇施行組合規約の変
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

更について

福岡県遠賀郡芦屋町外二力町競艇施行組合の解散に
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

ついて

福岡県遠賀郡芦屋町外二力町競艇施行組合の解散に伴
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

う財産処分について

遠賀 ・中間地域広域行政事務組合の共同処理する事

務の変更及び遠賀 ・中間地域広域行政事務組合規約 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
の変更について

遠賀 ・中間地域広域行政事務組合の共同処理する事
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

務の変更に伴う財産処分について

福岡県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

数の減少について

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織す
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

る地方公共団体の数の減少について

福岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共

団体の数の減少及び福岡県後期高齢者医療広域連合 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
規約の変更について

平成21年度岡垣町一般会計補正予算(第4号)
賛成多数 。。• 。。。。。。。。• 。。。可決

平成21年度 岡垣町国民健康保険事業特別会計補正 賛成多数 。。• 。。。。。。。。• 。。。予算 (第3号) 可決

平成21年度 岡垣町老人保健事業特別会計補正予算
可決 。。。。。。。。。。。。。。。

(第2号)

平成21年度岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算 賛成多数 。。• 。。。。。。。。• 。。。(第1号) 可決

平成21年度 岡垣町水道事業会計補正予算(第1号)
賛成多数 。。• 。。。。。。。。• 。。。可決

平成21年度 岡垣町下水道事業会計補正予算 賛成多数 。。• 。。。。。。。。• 。。。(第1号) 可決

改正貸金業法の早期完全施行等を求める請願書 採択 。。。。。。。。。。。。。。。
改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書 可決 。。。。。。。。。。。。。。。
下水道料金の億上げに反対する請願書

賛成少数 • • 。• • • • • 。• • 。• • • 不採択



視察・研修報告

議
F 

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

EZ言語言
貴 信 善
子弘次光彦

久
留
米
高
校
前
駅
整
備
方
針

当
該
場
所
は
、
住
宅
の
密
集
し

た
地
域
で
あ
り
、
近
隣
に
は
久
留

米
高
校
を
は
じ
め
、

8
つ
の
教
育

機
関
が
集
ま
っ
た
地
域
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
通
勤
、
通
学

者
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
、
地
域

の
新
た
な
環
境
空
間
を
創
出
す
る

駅
前
広
場
の
整
備
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

整
備
費
用
は
約
5
億
4
千
万
円

整
備
費
用
の
内
訳
は
、
久
留
米

市
の
負
担
は
、
用
地
代
と
施
設
整

備
費
用
を
あ
わ
せ
て
約
4
億
5
千

万
円
、
一
方
、
請
願
者
で
あ
る
期

成
会
の
負
担
は
、
鉄
道
施
設
整
備

費
用
の
約
9
千
万
円
で
す
。

財
源
の
確
保

久
留
米
市
の
負
担
分
は
、
合
併

特
例
債
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
請
願
者
(
期
成
会
)
の

負
担
分
は
、
久
留
米
高
校
の
財
産

処
分
(
土
地
の
売
却
)
に
よ
る
財

源
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
売
却
し
た
土
地
に
か
か

る
税
金
は
、
税
務
署
と
の
協
議
の

う
え
無
税
で
す
。

権
利
の
調
整

近
隣
に
お
住
ま
い
の
住
民
か
ら

の
苦
情
、
反
対
者
は
ま
っ
た
く
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

期成会のチ力ラで実現 !

、農
林
水
産
業
と
商
工
業
の

連
携
を
目
指
し
て

経
済
建
設
常
任
委
員
会

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

、

そ
の
施
策
の
一
つ
に
「
新
し
い

村
」
整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
そ
の

後
資
本
金
五
千
万
円
の
町
民
参
画

型
の
社
団
法
人
有
限
会
社
「
新
し

い
村
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

会
社
の
主
な
事
業
は
加
工
も
含

め
た
農
産
物
の
直
売
所
、
水
稲
苗
、

野
菜
苗
、
花
苗
の
育
苗
施
設
等
の

管
理
運
営
、
更
に
新
規
就
農
等
の

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
(
新
人

農
業
塾
含
む
)
年
々
農
家
が
減
っ

て
い
く
中
、
全
町
民
挙
げ
て
町
の

特
色
あ
る
田
畑
を
活
か
し
素
晴
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
が
な
さ
れ
農
と

商
工
の
連
携
で
商
品
開
発
や
販
売

体
制
を
確
立
し
町
全
体
の
活
性
化

が
図
ら
れ
た
地
域
づ
く
り
は
参
考

す
べ
き
と
感
じ
ま
し
た
。

南
房
総
市
は
枇
杷
の
産
地
と
し

J 

海
老
津
駅
南
側
改
札
口
の

実
現
の
た
め
に
は

久
留
米
高
校
前
駅
設
置
推
進
期

成
会
会
長
は
、

J
R
等
に
強
い
パ

イ
プ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

J
R
は
、
鉄
道
部
門
は
縮
減
の

， 
委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

石

井

要

祐

山
田
隆
一

久
保
田
秀
昭

下

川

路

勲

太

田

強

閉
会
中
の
継
続
調
査
に
掲
げ
て

い
る
「
農
林
水
産
業
の
振
興
」
「
地

域
振
興
」
「
商
工
業
の
振
興
」
に

つ
い
て
先
進
地
の
埼
玉
県
宮
代

町
・
千
葉
県
南
房
総
市
を
現
地
視

察
も
含
め

9
月
初
日
l
m月
2
日

に
か
け
で
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。宮

代
町
の
「
農
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」
は
町
の
「
農
」
の
現
風
景

を
残
し
つ
つ
地
元
産
の
農
産
物
を

消
費
す
る
地
産
地
消
の
ま
ち
づ
く

り
で
す
。

方
向
で
経
営
中
と
の
こ
と
で
す
。

海
老
津
駅
南
側
改
札
口
の
実
現

の
た
め
に
は
、
必
要
な
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
、
そ
し
て
採
算
が
見

込
め
る
事
業
内
容
を
J
R
に
提
案

す
る
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市民農園を視察中

て
歴
史
あ
る
枇
杷
農
家
の
町
で

す
。
更
に
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

方
策
と
し
て
「
房
州
ぴ
わ
」
を
看

板
に
平
成
5
年
に
道
の
駅
「
富
浦

枇
杷
倶
楽
部
」
を
開
設
、
資
本
金

全
額
を
市
が
出
資
し
主
な
業
務
は

特
産
品
の
加
工
、
販
売
、
卸
業
、

観
光
農
園
で
最
近
一
年
の
売
上
げ

は
6
億
7
5
0
0
万
円
で
す
。

岡
垣
町
の
特
産
品
の
一
つ
と
し

て
「
高
倉
ぴ
わ
」
が
あ
り
ま
す
。

南
房
総
市
で
は
特
産
の
び
わ
の
規

格
外
を
買
い
上
げ
「
枇
杷
倶
楽

部
」
で
加
工
商
品
開
発
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
商
品
を
製
造
販
売
し
て
い

ま
す
。岡

垣
町
に
お
い
て
も
全
て
の
生

産
物
の
加
工
製
品
化
し
た
特
産
品

の
開
発
と
観
光
整
備
等
を
提
言
し

て
い
き
た
い
。
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視察・研修報告

福祉

• 
教
育
の

文教 上向

z Z 
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員Z玄 て

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員
委

員

大 矢 市 西 竹
堂島津田内

圏悪広陽和
治子海子男

特
別
支
援
教
育
の
拡
充
・
強
化
、

精
神
障
が
い
者
へ
の
就
労
支
援
の

視
点
か
ら
、
本
年
目
月
お
日
よ
り

お
日
に
か
け
て
、
兵
庫
県
三
木
市
、

京
都
府
舞
鶴
市
、
同
福
知
山
市
を

訪
問
。
三
木
市
と
福
知
山
市
で
は
、

「
特
別
支
援
教
育
事
業
、
発
達
障

が
い
早
期
総
合
支
援
事
業
」
の
調

査
。
ま
た
、
舞
鶴
市
内
で
社
会
福

祉
法
人
「
ま
い
づ
る
福
祉
会
」
に

よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
、
「
精

神
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
」
の

現
地
調
査
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
一
二

木
市
の
場
合
は
、
障
が
い
児
・
生

徒
に
限
ら
ず
、
小
中
連
携
三
木
モ

デ
ル
と
し
て
、
不
登
校
対
策
で
、

前
年
比
半
減
さ
せ
る
成
果
を
挙
げ

て
い
る
。
次
に
訪
問
し
た
(
社
)

ま
い
づ
る
福
祉
会
で
は
、
「
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
・
ほ
の
ぼ
の
屋
」
を

運
営
。
そ
こ
で
は
、
結
婚
式
ま
で

執
り
行
っ
て
い
て
、
精
神
障
が
い

者
の
人
た
ち
が
「
め
ざ
せ
工
賃
5

万
円
」
と
い
っ
て
い
た
も
の
が
、

多
い
人
で
は
月
額
回
万
円
を
超
え

て
い
る
。
つ
ま
り
、
障
害
年
金
と

合
わ
せ
れ
ば
、
優
に
手
取
り
、
初

万
円
を
超
え
す
で
に
、
障
が
い
者

の
中
か
ら
、

2
組
の
カ
ッ
プ
ル
も

誕
生
し
て
い
る
。
最
期
に
、
福
知

障がい者の働きぶりを紹介するDVDを視聴

山
市
で
は
、
徹
底
し
た
健
診
事
業

を

(
4
ヶ
月
、
叩
ヶ
月
、

1
歳

6
ヶ

月、

3
歳、

4
歳、

5
歳
児
)
行
い
、

病
気
や
障
が
い
を
早
期
に
発
見

し
、
「
個
別
の
移
行
シ

1
ト
」
に

ま
と
め
保
護
者
の
同
意
を
得
て
、

， 
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

言裏目員Z奇
悪 要 和 善
子祐男彦弘強

町
議
会
で
は
、
二
年
前
か
ら

「
議
会
の
住
民
懇
談
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
年
一
回

の
開
催
で
あ
り
、
開
催
の
持
ち
方

等
今
後
も
検
討
し
て
い
く
必
要
か

ら
「
議
会
改
革
と
活
性
化
」
に
つ

い
て
、
特
に
住
民
懇
談
会
開
催
な

ど
に
先
進
地
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
宮
城
県
の
柴
田
町
、
百
一
理
町
、

女
川
町
に
日
月
げ
日
か
ら
四
日
ま

で
の

3
日
間
視
察
に
ま
い
り
ま
し

た。

学
校
に
つ
な
ぎ
、
教
育
・
保
健
・

福
祉
・
医
療
の
支
援
が
一
体
的
に

行
わ
れ
て
い
た
。

岡
垣
町
で
も
、
こ
れ
ら
を
参
考

に
、
委
員
会
で
協
議
し
、
一
層
の

福
祉
・
教
育
の
向
上
に
努
め
た
い
。

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
ど
の
議
会
も
い
ま
住
民
の

議
会
離
れ
の
状
況
の
中
に
「
身
近

な
議
会
」
と
す
る
た
め
、
議
会
活

性
化
特
別
委
員
会
な
ど
を
設
置
し

て
活
発
に
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
は
り
一
番
活
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
「
議
会
懇
談
会
」
で
し

た。
関
心
が
持
ち
易
く
、
テ
l
マ
設

定
が
し
や
す
い
と
の
こ
と
で
、
特

定
の
団
体
な
ど
に
し
ぼ
り
こ
ん
で

の
開
催
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
今
起
っ
て
い
る
身
近
な
問
題
に

絞
り
こ
ん
で
い
る
町
も
あ
り
ま
し

た
た
だ
議
会
の
報
告
で
は
な
く
、

町
民
が
議
会
に
ど
の
よ
う
な
期
待

を
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な ~ 

積極的な議会活性化の取り組みを聞く

要
望
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
膝
を

交
え
て
聴
く
会
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。
執
行
権
を
持
た
な
い
か

ら
と
言
っ
て
町
民
か
ら
逃
げ
て
い

て
は
本
当
の
懇
談
会
は
持
て
な
い

と
の
話
に
反
省
さ
せ
ら
れ
る
点
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員

定
数
が
削
減
さ
れ
少
な
い
議
員
数

の
中
、
常
任
委
員
会
の
統
廃
合
、

長
期
欠
席
議
員
の
報
酬
減
額
等
議

会
に
お
け
る
町
長
の
反
問
権
な
ど

の
説
明
に
各
委
員
か
ら
質
疑
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
課
題
と
し
て
ま
と
め
て

い
か
ね
ば
と
考
え
ま
す
。
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委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

横
山

賓
子

三

角

善

彦

市

津

広

海

下
川
路
勲

竹

内

和

男

山
田
隆
一

町
民
の
み
な
様
に
親
し
ま
れ
る

「
議
会
だ
よ
り
」
と
の
思
い
で
、

毎
号
編
集
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
議
会

の
改
革
と
活
性
化
と
し
て
、
聞
か

れ
た
議
会
づ
く
り
の
役
目
を
担
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る
編
集
力
の
向
上
の
た

め
に
、
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
評
価
を
さ
ね
て
い
る
、
宮
崎

県
高
千
穂
町
議
会
、
新
富
町
議
会

三
股
町
議
会
に
視
察
研
修
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

O
視
察
内
容

*
編
集
方
針

*
表
紙
の
テ

1
マ
及
び
構
成

*
紙
面
レ
イ
ア
ウ
ト
及
び
文
体

*
現
状
の
問
題
点
や
取
り
組
み

新富町議会の皆さんと J 

O
視
察
先
の
実
績

*
高
千
穂
町
議
会
広
報

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
賞
を

3
回
、
こ
こ

4
年
連
続
で
入
賞
。

*
新
富
町
議
会
広
報

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
応
募

喧 .. 

*
三
股
町
議
会
広
報

議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
応
募

今
回
の
研
修
に
お
い
て
、
表
紙

の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
写
真
の
選
定
、

配
置
に
つ
い
て
今
後
の
編
集
作
業

に
大
き
な
収
穫
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
広
報
委
員
会
と
し

て
の
今
後
の
方
向
性
も
意
思
統
一

で
き
た
様
に
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
の
成
果
は
、
今
後

の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

今
後
も
住
民
の
皆
様
に
親
し
ん

で
頂
け
る
よ
う
企
画
、
編
集
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

日
月
M
日
に
福
岡
県
自
治
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
福
岡

県
議
会
広
報
研
修
に
出
席
し
ま

し
た
。「

読
ま
れ
、
親
し
ま
れ
、
役
立

つ
議
会
広
報
の
た
め
に
」
と
題

し
た
研
修
で
、
審
議
の
過
程
や

経
過
を
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性

や
各
ペ

1
ジ
の
役
割
や
目
的
を

把
握
し
、
そ
れ
に
合
致
し
た
紙

面
づ
く
り
を
学
び
ま
し
た
。



崎被酎

下水道料金の

値上げについて

現在の経済状況を考慮すべきだ

財政調整基金の一部を活用すべきだ

経費削減の努力をすべきだ

平
山

弘

費

下
水
道
使
用
料
金
の
値
上
げ
は

町
の
財
政
事
情
の
み
で
、
住
民
福
祉

の
観
点
が
何
一
つ
考
慮
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。今

、
国
民
・
町
民
の
お
か
れ
て
い

る
生
活
状
況
は
、

1
0
0年
に
一
度

と
い
わ
れ
る
経
済
危
機
の
中
で
、
過

去
最
悪
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雇
用
不
安
・
所
得
の
減
少
の
上
、

社
会
保
障
の
切
り
下
げ
で
日
々
の

生
活
は
大
変
な
状
況
で
す
。

中
小
零
細
・
自
営
業
者
の
営
業

も
深
刻
か
つ
底
抜
け
状
態
で
す
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
住
民
の

く
ら
し
に
想
い
を
寄
せ
る
町
政
で

あ
る
べ
き
で
す
。

何
に
で
も
活
用
で
き
る
財
政
調

整
基
金
が
四
億
円
あ
り
ま
す
。

今
、
こ
の
一
部
を
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
田

陽
子

費

失
業
率
は
過
去
最
高
、
求
人
倍

率
は
最
低
、
雇
用
止
め
、
派
遣
切

り
、
貧
困
率
は
最
高
の
こ
の
時
期
に

値
上
げ
が
妥
当
か
と
い
う
こ
と
。
住

民
へ
の
説
明
責
任
も
貧
弱
。
下
水
道

は
文
化
的
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
り
、

必
要
経
費
と
し
て
例
え
数
百
円
で

あ
っ
て
も
毎
月
上
乗
せ
さ
れ
る
。
年

金
の
先
細
り
、
医
療
費
や
介
護
保

険
料
の
増
加
等
に
合
わ
せ
て
、
住
民

の
負
担
は
留
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

他
市
町
に
比
し
、
岡
垣
町
は
健
全

会
計
、
公
債
比
率
も
適
正
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
般
会
計
の
見
直
し
を
住

民
と
の
協
働
で
事
業
仕
分
け
等
を

し
、
削
減
し
、
そ
の
分
繰
り
入
れ
が

で
き
る
。
削
減
の
努
力
を
し
て
か
ら

で
も
値
上
げ
は
遅
く
な
い
。
職
員
地

域
手
当
は

4
年
分
で
l
億
円
を
越

す
。

甲



4億7，300万円

2億2，000万円

7，200万円

一般財源から

累積赤字も

終末処理場の維持管理に毎年約

輪

V員長、

以竺'"

酎

驚

資

成

大
堂

圏
:4 
，ロ

議
員

効
率
的
な
運
営
に
一
層
の
努
力
を

町
民
の
文
化
的
な
生
活
を
守
り
、

向
上
さ
せ
る
う
え
で
下
水
道
事
業

の
安
定
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。

更
な
る
コ
ス
ト
の
切
下
げ
や
効

率
化
な
ど
の
運
営
努
力
を
し
て
頂

き
た
い
。
今
後
の
整
備
計
画
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
合
併
浄
化
槽
の
採

用
等
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
年
収
減
や
負
担
増
で
生

活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
る
時
の
公
共

料
金
の
値
上
げ
は
、
町
民
の
皆
様
に

心
苦
し
く
て
忍
び
な
い
と
患
っ
て
お

り
ま
す
。

現
在
の
使
用
料
金
は
県
下
で
も

低
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
運
用
開
始
、
約

初
年
後
で
初
め
て
の
値
上
げ
で
あ

り
理
解
を
し
て
頂
け
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
は
町
民
の
皆
様
へ
の

説
明
責
任
を
充
分
に
果
た
し
て
頂

き
た
い
。

太
田

3盆
議
員

岡
垣
町
の
中
に
は
ま
だ
下
水
道

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
も
あ

り
、
等
し
く
恩
恵
を
受
け
る
べ
き
公

の
施
設
も
地
域
に
よ
っ
て
は
経
済

的
効
率
性
か
ら
整
備
が
難
し
い
所

や
遅
れ
て
い
る
所
も
で
て
い
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
関
し
て
は
、
多

額
の
建
設
投
資
や
維
持
管
理
費
が

必
要
で
す
。
現
状
で
は
、
企
業
債
残

が
約
的
億
円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
れ
金
が
年
約
4
億
7
千
万
円
、
し

か
も
欠
損
金
の
累
計
額
が
約
2
億

・

2
千
万
円
で
す
。

出
来
る
限
り
の
整
備
区
域
の
拡

大
を
望
み
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
財

政
負
担
は
、
町
の
将
来
に
つ
け
を
残

し
ま
す
。

思
恵
を
被
っ
て
い
る
み
ん
な
で
支

え
あ
っ
て
健
全
経
営
に
努
め
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。
以
上
か
ら
議
案

回
号
に
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。

下
川
路

勲

議
員

要
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
の
改

正
で
す
。
誰
で
も
ど
な
た
で
も
高
い

よ
り
安
い
方
が
よ
い
に
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
そ
れ
で
な
く
て
も
働
く

場
が
な
い
、
年
金
も
削
ら
れ
現
状
は

厳
し
い
生
活
で
す
が
、
こ
こ
で
改
正

し
な
け
れ
ば
平
成
幻
年
に
は
資
金

不
足
に
陥
り
、
し
か
も
い
ま
だ
に
未

整
備
地
域
も
あ
り
ま
す
。

2
1
4

8
名
の
数
多
く
の
値
上
げ
反
対
の

陳
情
も
出
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

今
の
生
活
が
厳
し
い
と
一
事
つ
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

常
々
説
明
責
任
と
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
議
決
が
な
け
れ
ば
公
表
出

来
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
ま
す

が
、
一
般
の
方
の
理
解
と
協
力
が
必

要
で
す
。
今
後
は
許
せ
る
範
囲
で
説

明
責
任
を
求
め
て
賛
成
討
論
と
し

ま
す
。

山
田

陸

議
J!il 

下
水
道
事
業
は
生
活
環
境
の
改

善
等
の
目
的
で

H
3年
よ
り
順
次

供
用
開
始
し
、

H
m年
度
を
も
っ
て

計
画
区
域
の
整
備
を
終
わ
る
予
定

で
す
。
町
全
世
帯
の
幻
%
が
恩
恵
を

受
け
る
事
に
な
る
。
現
在
下
水
道

事
業
に
毎
年
税
金
か
ら
4
億
7
3

0
0万
円
を
使
っ
て
い
る
。
ま
た
累

積
赤
字
も

2
億
2
0
0
0
万
円
と

ふ
く
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
為
今
回
の

下
水
道
料
金
値
上
げ
の
提
案
で
す
。

下
水
道
料
金
は
税
金
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
利
用
料
で
す
。
受
益
者
負
担

と
い
う
考
え
か
ら
受
益
を
受
け
る

人
が
応
分
の
負
担
を
す
る
事
は
当

然
の
事
で
す
。
値
上
げ
を
し
な
け
れ

ば
赤
字
は
ふ
く
ら
む
ば
か
り
で
す
。

後
世
に
つ
け
は
廻
せ
ま
せ
ん
。
こ
の

事
を
主
張
し
て
賛
成
す
る
も
の
で

す。



被
一般質問

事
業
評
価
に
外
部
評
価
制
度
の
導
入
を

田I
長

事
務
事
業
組
織
改
編
に
お
い
て
導
入
を

検
証
し
た
い

圏j台醜員大堂

開
国

政
権
交
代
に
よ
る
地
方
自

治
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

同
国

民
主
党
の
マ
ニ
フ
エ
ス
ト
の

実
行
や
政
治
手
法
の
変
化
に
よ
り
、

大
き
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
の
で

国
の
方
針
が
示
さ
れ
た
後
に
町
の

方
向
性
を
定
め
て
い
き
た
い
。

開
国

協
働
の
町
づ
く
り
の
理
念

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

回
国

住
民
と
行
政
が
信
頼
の
も

と
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
情
報

提
供
や
広
聴
活
動
な
ど
を
行
い
、
住

民
の
主
体
性
を
尊
重
し
て
、
支
援

を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

回
目

町
づ
く
り
計
画
か
ら
住
民

が
参
画
し
、
共
に
行
動
し
て
責
任
も

分
か
ち
合
い
、
住
民
自
治
力
を
高
め

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

同
国

住
民
の
声
を
取
り
入
れ
て

活
力
の
あ
る
元
気
な
町
づ
く
り
に

努
力
し
て
い
き
た
い
。

開
国

協
働
の
町
づ
く
り
に
は
町

の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要

だ
が
。

国
国

私
も
そ
の
よ
う
に
考
え
て

お
り
、
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

回
目

現
在
、
実
施
し
て
い
る
事

務
事
業
評
価
制
度
は
内
部
評
価
で

あ
り
、
甘
い
と
思
う
の
で
外
部
評
価

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
充
実
化
が
必

要
だ
と
考
-
え
る
が
。

岡
田

よ
り
簡
素
で
実
効
性
の
あ

る
方
向
で
見
直
し
て
い
き
た
い
。

回
目

新
し
い
政
権
で
は
事
業
仕

分
の
手
法
を
実
行
し
て
国
家
事
業

の
見
直
し
を
、
積
極
的
に
進
め
て
い

る
が
、
町
で
も
実
行
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

岡
国

現
在
進
め
て
い
る
事
務
事

業
組
織
改
編
に
お
い
て
、
約
6
0
0

本
の
事
業
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
国
や
先
進
地
の

事
例
を
参
考
に
外
部
か
ら
の
視
点

を
導
入
し
た
客
観
的
な
評
価
と
検

証
を
進
め
て
い
き
た
い
。

事業の調査は欠せない!



一般質問
4驚

「八
l
ト
・
プ
ラ
ス
マ
l
ク
」
の
促
進
を
H

田I
長

町
広
報
や
ホ
l
ムペ
l
ジ
で
普
及
を
図

り
た
い
H和男議員竹内

岡
国

内
部
障
が
い
者
へ
の
支
援

策
の
一
環
と
し
て
、

公
共
施
設
等
の

利
用
に
際
し
、
配
慮
す
べ
き
点
と
し

て
、
「
ハ
l
卜
・
プ
ラ
ス
マ
l
ク
」
の

促
進
を
図
る
べ
き
だ
が
。

岡
田

ま
ず
は
、
内
部
障
が
い
者
へ

の
「
思
い
や
り
の
心
を
増
や
す
」
ハ
ー

ト
・
プ
ラ
ス
マ
l
ク
の
持
つ
意
味
を

広
報
お
か
が
き
や
町
ホ
1
ムベ
1
ジ

な
ど
を
活
用
し
、
町
民
に
普
及
を
図

り
た
い
。

同
国

道
路
標
示
や
看
板
等
に
も

設
置
で
き
な
い
か
。

回
固

ま
ず
、
住
民
に
認
識
し
て

も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
出
来
る

と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
行
き
た
い
。

平
成
辺
年

4
月
か
ら
町
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
路
線
に
導
入
す
る

低
床
型
パ
ス
の
車
内
に
も
こ
の
マ
l

ク
を
掲
示
す
る
準
備
を
進
め
た
い
。

自国
妊
婦
へ
の
無
料
接
種
を

H

接
種
は
無
料
で
検
討
す
る

岡
国

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

は
、
ゼ
口
歳
児
は
、
予
防
接
種
で
免

疫・
抗
体
が
で
き
に
く
い
と
い
わ
れ

て
い
る
。

子
育
て
の
観
点
か
ら
、
優
先
接

種
者
の
妊
婦
へ
、
無
料
接
種
が
で
き

な
い
か
。

W 押し 'ゴ略f::~';-
7・でダ♂号、"三円ーらム昼ー

寒い季節に気を付けて!

回
国

妊
婦
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
か
か
る
と
重
症
化
し
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

妊
産
婦
無
料
健
診
も
3
固
か
ら

M
固
に
増
や
し
て
き
た
よ
う
に
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
妊
婦
へ

の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
接
種

は
、
無
料
化
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

.ν
 

た
だ
し
、
補
正
予
算
を
計
上
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
議
会
と
も

相
談
し
、
お
願
い
す
る
。

小
規
模
工
事
等
の
登
録
制
度
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か

受
注
を
希
望
す
る
業
者
名
簿
を
作
成

し
、
受
注
機
会
を
拡
大
し
た
い

考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
町
内
の
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
の
無
い
業
者
を
全
て

把
握
で
き
て
い
な
い
の
で
、
小
規
模

工
事
な
ど
の
受
注
を
希
望
さ
れ
る

事
業
者
に
つ
い
て
名
簿
を
作
成
し
、

受
注
機
会
を
拡
大
さ
せ
、
町
内
経

済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ロ
月
叩
日
号
の
広
報
お
か
が
き

で
、
小
規
模
工
事
の
受
注
を
希
望
す

る
業
者
へ
の
周
知
を
行
う
。

回
目

今
度
の
補
正
予
算
の
中
に、

小
中
学
校
の
!
C
T
(情
報
通
信
技

術
)
環
境
整
備
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化

に
対
応
す
る
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
1
2

5
台
、
パ
ソ
コ
ン
2
6
6台
の
貫
換

え
事
業
と
し
て、

1
億

6
0
0
0
万

田I
長

弘議員平山

回
目

厳
し
い
経
営
状
況
に
あ
る

中
小
零
細
業
者
・
自
営
業
者
の
方

へ
の
町
の
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
小

規
模
工
事
等
の
契
約
が
で
き
る
登

録
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、

町
長

は
「
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
」
と
い
わ

れ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る

4
M

。
回
国

小
規
模
工
事
登
録
制
度
と

同
様
の
運
用
を
す
で
に
実
施
し
て

い
る
の
で
、
新
た
な
制
度
の
創
設
は

，

情報通信化がまたれる岡中

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
事
業
を
発
注
す
る
に
あ

た
っ
て
、

町
内
の
電
気
屋
さ
ん
に
周

知
し
登
録
し
て
も
ら
っ
て
、

町
内
業

者
が
助
か
る
事
業
に
、
活
性
化
に
つ

な
げ
て
も
ら
い
た
い
。

匝
国

で
き
る
だ
け
町
内
の
業
者

を
指
名
し
て
い
き
た
い
。
町
内
の
業

者
等
に
届
出
を
申
し
入
れ
て
い
る
。

*
そ
の
他
、
平
山
弘
議
員
は
、

①

緊
急
雇
用
事
業
に
つ
い
て
、

②
三
吉

団
地
木
造

4
戸
の
建
替
え
に
つ
い

て、

③
国
民
健
康
保
険
の
資
格
者

証
世
帯
へ
の
保
険
証
の
発
行
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。



ぷ東一般質問

第
五
次
総
合
計
画
の
策
定
を
ど
う
進
め
て

行
く
の
か

町
長

『
選
択
と
集
中
』

強議員太田

園
出

国
の
政
権
交
代
で
交
付
金

補
助
金
が
不
透
明
な
中
、
町
長
の
公

約
「
五
つ
の
約
束
」
を
ど
う
進
め
て

行
く
つ
も
り
か
。

四
国

新
政
権
で
は
、
行
政
刷
新

会
議
が
設
置
さ
れ
「
事
業
仕
分
け
」

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
市
町
村
に
大

き
く
影
響
を
受
け
る
も
の
も
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
動
向
も
不
透

明
な
状
況
で
あ
る。

国
の
政
権
に
関
わ
ら
ず
岡
垣
町

の
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
私

の
公
約
「
五
つ
の
約
束
」
を
着
実
に

果
た
し
て
い
く
こ
と
が
私
に
謀
せ

ら
れ
た
使
命
で
あ
り
、
今
後
も
国
の

制
度
改
正
な
ど
動
向
を
見
撞
め
な

が
ら
進
め
た
い
。

園
出

第
五
次
総
合
計
画
の
策
定

の
進
捗
状
況
と
町
長
の
考
え
を
ど

の
考
え
で
進
め
る

う
折
り
込
ん
で
行
く
お
考
え
か。

四
国

私
が
委
員
長
と
な
り
副
町

長
、
教
育
長
、
各
課
長
で
構
成
す
る

「
総
合
計
画
策
定
委
員
会
」
及
び
中

堅
若
手
職
員
で
構
成
す
る
「
ワ
ー
キ

ン
グ
会
議
」
を
設
置
し
て
進
め
て
い

る
。
今
後
、
議
員
や
住
民
団
体
等
を

委
員
と
す
る
「
総
合
計
画
審
議
会
」

未来を担うおかがきっ子

を
設
置
す
る
。
策
定
分
野
を
「
環

境
・生
活
基
盤
整
備
」
、
「
産
業
振
興
・

地
域
活
性
化
」
、
「
福
祉

・
教
育
文

化
」
、
「
行
財
政
運
営
」
に
分
け
、
「選

択
と
集
中
』
の
考
え
の
下
で
事
務
事

業
を
整
理
し
、
将
来
の
財
政
確
保

を
目
指
し
た
発
展
性
を
求
め
る
政

策
を
折
り
込
み
た
い
。

駅
前
広
場
の
利
便
性
と
、
安
全
確
保
に
つ

い
て
問
う

回I
長

駅
前
広
場
の
既
存
施
設
の
整
備
な
ど
は

考
え
て
い
な
い

恵子議員矢島

園
国

通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
は
、

乗
降
送
迎
の
た
め
の
車
に
よ
り
、
海

老
津
駅
前
広
場
や
そ
の
周
辺
が
大

変
混
雑
し
、
人
身
事
故
が
起
こ
ら
な

い
の
が
不
思
議
な
く
ら
い
の
有
様

で
あ
る
。

海
老
津
駅
前
広
場
の
利
用
見
直

し
に
つ
い
て
、
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
問
・
っ
。

回
国

朝
夕
の
、
駅
前
広
場
付
近

の
交
通
渋
滞
の
発
生
の
主
な
原
因

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
マ
イ
カ
ー
で

の
送
迎
が
多
い
か
ら
だ
と
思
う
。

マ
イ
カ
ー
の
送
迎
か
ら
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
へ
と
シ
フ
ト
し
て
行

く
こ
と
で
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
が
は

か
ら
れ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

第
二
次
公
共
交
通
体
系
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
公
共
交
通
の
利
用
し

や
す
い
環
境
整
備
に
向
け
て
取
り

組
み
を
進
め
て
お
り
、
駅
前
広
場
の

既
存
施
設
の
改
修
や
整
備
な
ど
は

考
え
て
い
な
い
。

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
が

非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の

事
が
路
線
パ
ス
の
存
続
に
も
連
な

る
の
で
、
住
民
へ
の
啓
発
に
努
め
て

い
く
。

園
国

中
心
市
街
地
の
空
洞
化
は
、

近
隣
の
団
地
に
居
住
す
る
多
く
の

高
齢
者
や
、
移
動
手
段
を
持
た
な
い

人
達
に
と
っ
て
は
、

日
常
の
生
活
に

大
き
な
不
安
と
支
障
を
き
た
し
て

い
る
。

「駅前広場の利便性Jは?

旧
寿
屋
を
中
心
と
し
た
周
辺
の
再

生
・
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
い
て
、

現

状
の
課
題
解
決
に
つ
い
て
問
う。

回
国

活
性
化
に
当
た
っ
て
、
旧
寿

屋
あ
と
の
有
効
利
用
は
優
先
的
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
、
そ
の
誘
致

に
つ
い
て
は
、
商
工
会
を
は
じ
め
関

係
者
と
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

二
階
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
一
階
の

ス
ー
パ
ー
誘
致
と
併
せ
て
、
よ
り
効

果
的
な
住
民
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

具
体
的
に
公
共
の
利
用
に
向
け
て

話
を
進
め
た
い
。



一般質問ぷ驚

と協
情働
報の
公ま
開ち
をづ
携く
1邑 η

すの
今た
<..!./(J、

だiE
住
民
参
画

回I
長

基
本
的
に
は
そ
の
よ
う
に
考
え
る

陽子 議員西田

岡
田

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
前

提
と
な
る
住
民
参
画
の
推
進
で
審

議
会
等
の
見
直
じ
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
の
か

回
国

兼
職
、
期
数
の
制
限
、
公
募

の
あ
り
方
な
ど
現
在
検
討
中
。

問
団

内
閣
府
は
平
成
刊
年
に
見

直
せ
と
言
っ
て
い
る
。
傍
聴
や
会
議

録
の
公
開
、
お
知
ら
せ
な
ど
の
広
報

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

回
国

審
議
会
の
目
的
と
理
念
に

沿
っ
て
や
る
。
見
直
す
べ
き
は
見
直

す
が
、
す
べ
て
傍
聴
と
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

問
団

傍
聴
な
ど
公
開
す
る
こ
と

は
住
民
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

で
は
。

回
国

町
民
の
町
政
へ
の
参
加
と

言
う
こ
と
か
ら
で
き
る
だ
け
公
開

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

岡
国

情
報
公
開
の
目
的
に
町
民

へ
の
町
政
参
加
を
促
す
と
あ
る
。
町

長
が
言
わ
れ
る
町
民
と
の
協
働
、
情

報
の
共
有
の
た
め
に
は
情
報
は
進

ん
で
出
す
こ
と
で
は
。

盟
国

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
い

て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
求
め
ら
れ
た

情
報
で
も
野
放
し
に
公
開
す
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。

岡
田

地
域
手
当
の
期
末
手
当
に

含
ま
れ
て
い
る
部
分
は
算
出
で
き

みんなで協働のまちづくり

な
い
の
か。

回
園

地
域
手
当
の
額
は
公
開
し

て
い
ま
す
。

岡
田

き
ち
ん
と
公
開
し
な
け
れ

ば
町
へ
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
る
。
町

長
が
聞
か
れ
た
町
づ
く
り
と
言
わ

れ
る
な
ら
も
っ
と
情
報
を
公
開
す

べ
き
で
は
。

回
国

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
は

信
頼
関
係
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
住

民
と
の
信
頼
関
係
、
私
と
議
員
と
の

場
合
も
同
様
で
あ
る
。

地
方
分
権
は
実
現
す
べ
き
か

田I
長

自
己
の
責
任
と
権
限
で
ま
ち
づ
く
り
が

進
め

5
れ
る
制
度
の
確
立
が
必
要

員識
-
欝

A
司
角一一一

地
方
分
権
社
会
に
つ
い
て

国
国

分
権
社
会
実
現
の
た
め、

地
方
自
治
体
は
ど
ん
な
準
備
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
か
。

回
国

ま
ち
づ
く
り
は
住
民
に
身

近
な
基
礎
自
治
体
が
担
う
べ
き
で

あ
り
、
自
己
の
責
任
と
権
限
で
ま
ち

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
地
方
分
権

の
制
度
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。

国
や
県
と
市
町
村
が
そ
の
役
割

や
権
限
を
明
確
に
す
る
こ
と
及
び

.

確
実
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん、

住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
加
意
識
が
高
揚
す
る
と
と
も

に
、
自
己
の
責
任
と
権
限
に
よ
る
自

治
体
経
営
を
担
う
職
員
の
意
識
向

上
と
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
、
え
る
。

議
会
ラ
イ
ブ
中
継
と
執
行
部
の
反

問
権
に
つ
い
て

国
固

ま
ち
づ
く
り
の
議
論
を
深

め
、
一
方
通
行
の
議
論
を
見
直
す
た

め
、
執
行
部
に
反
問
権
を
付
与
す
べ

き
と
考
え
る
。

ま
た
、
そ
の
議
会
の
内
容
を
公
民

館
の
テ
レ
ビ
等
で
み
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
備
す
べ
き
と
考
え

る
。

情報発信はこの場所から!

回
国

ラ
イ
ブ
中
継
の
導
入
に
つ

い
て
は
ニ
疋
の
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
費
用
、

人
員
配
置
、
通
信
環

境
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
必
要
性
及
び
効
果
等
に

つ
い
て
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
、
え
る
。

反
問
権
に
つ
い
て
は
、
議
会
の
議

論
の
活
性
化、

論
点
、
争
点
の
明
確

化
等
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
審
議
時
間
等
に
与
え
る
影

響
な
ど
も
含
め
て
、
総
合
的
に
判
断

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

喝ゐ。
そ
の
こ
と
が
住
民
に
身
近
な
町

政
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
議
会
の
総
意

に
よ
り
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
。
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成人おめでとう
1月11日(月)岡垣サンaリーアイにおいて成人式が行なわれました。

岡垣町の未来を担う若者の今後の活擢を期待します。

ございます。周
目脚

輸
納
¥
繊
ゆ
同
期
諜
浬
酬
皿
ゆ
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海
老
津
駅
は
2
月
6
日
で

開
業
1
0
0周
年
を
迎
、
え
ま
す

EE理塑

私
は
海
老
津
駅
の
ホ
l
ム
に
立

っ
と
戦
中
戦
後
の
時
代
に
通
学
通

勤
の
ほ
か
、
人
生
の
節
目
で
あ
る

新
婚
、
還
暦
の
旅
立
ち
に
利
用
し

よ
み
が
え

た
泣
き
笑
い
の
思
い
出
が
蘇
り
ま

す
。今

後
も
岡
垣
町
の
玄
関
と
し
て
、

末
永
く
地
元
の
方
々
に
愛
さ
れ
、

発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

上
海
老
津
区
後
藤
信
二
さ
ん

(
元
国
鉄
職
員
・
平
成
幻
年
秋
の
叙

勲
受
章
者
)

とうを
傍聴席ヘ

次の定例会は

3月5日働
開会の予定

下

川

路

勲

暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い
た
か
と
思

え
ば
、
も
う
お
正
月
も
過
ぎ
、
ま
さ

に
ク
光
陰
矢
の
如
し
。
で
す
。

昨
年
の
流
行
語
大
賞
は
、
先
の
総

選
挙
の
結
果
か
ら
「
政
権
交
代
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
景
気
は
デ
フ
レ
方

向
に
進
み
、
物
の
安
さ
に
喜
ぶ
反
面
、

別
な
立
場
か
ら
見
る
と
、
経
済
は
ま

す
ま
す
悪
化
し
、
円
高
や
株
価
の
下

落
と
、
日
本
経
済
の
見
通
し
は
全
く

予
断
を
許
さ
な
い
厳
し
い
状
況
に

あ
る
こ
と
は
、
皆
様
の
ご
存
知
の
と

お
り
で
す
。
宮
内
町
政
は
、
は
や
一

年
。
議
員
の
私
達
は
、
中
立
公
正
に

チ
ェ
ッ
ク
す
る
立
場
を
守
る
べ
く
皆

様
の
声
を
聴
き
、
ま
た
大
切
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
自
己
の
研
績

も
重
ね
つ
つ
、
寅
年
に
相
応
し
て
勇

猛
果
敢
に
進
む
所
存
で
す
。
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良広善 貴隆和

回

書

どんど焼「今年ち1年元気でねリ無病患災を願う

一男勲海彦子


